
平
成
十
九
年
二
月
二
日
（
金
）
開
催
の
第
六
回
歴
史
講
座
「
秋
田
県
の
文
書
保
存

こ
と
は
じ
め

県
令
石
田
英
吉
と
文
書
管
理
制
度

（
公
文
書
班
副
主
幹
柴
田

―

―
」

）

（

）

（

）
。

。

知
彰

の
申
し
込
み
は
一
月
五
日

金

〜
二
十
六
日

金

往
復
は
が
き
で

幕
末
秋
田
藩
の
家
老
『
宇

都

宮

孟
綱

う
つ
の
み
や
た
け
つ
な

日
記
』
第
二
巻
。
平
成
十
九
年
三
月
刊

行
に
向
け
て
現
在
鋭
意
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
今
号
で
は
第
２
巻
に
登
場

す
る
正
月
行
事
に
関
す
る
で
き
ご
と
を

を
紹
介
し
ま
す
。

「
久
保
田
城
中
年
賀
の
儀
式
」

秋
田
藩
で
は
、
藩
主
が
参
勤
交
代
で

国
元
（
秋
田
）
に
い
る
場
合
の
正
月
三

が
日
に
は
、
久
保
田
城
本
丸
御
殿
に
お

い
て
盛
大
に
年
賀
の
儀
式
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
際
、
家
格
（
身
分
）
や
役
職
に

よ
っ
て
「
御
召
出
（
登
城
を
命
じ
ら
れ

お
め
し
だ
し

る

」
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
御
座
之
間
」

）

ご

ざ

の

ま

・

御
広
間

・

金
之
間
」
に
お
い
て

「

」
「

お
ひ
ろ
ま

き
ん
の
ま

「
御
目
見
（
藩
主
へ
の
謁
見

」
や
様
々

）

お
め
み
え

宴
席
が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

記
事
に
よ
り
ま
す
と
、
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
正
月
元
日
二
日
三
日
の
「
御

召
出
」
の
人
数
は
、

元
日

一
〇
九
人

御
座
之
間
、
四
八
二
人

御

広
間

二
日

七
三
二
人

御
広
間

（

）

四
七
人

御
広
間

同
夜
御
諷
初
ニ
付

一
三
六
人

金
之
間

三
日

一
〇
〇
人

御
広
間

総
人
数

一
，
六
〇
六
人

内
、
二
日
御
広
間
・
金
之
間
御
流
頂
戴
之
人
数

一
八
三
人
引
残
り
正
人
数

〆
一
，
四
二
三
人

（
「

」

）

宇
都
宮
孟
綱
日
記

弘
化
三
年
正
月
三
日
条

に
の
ぼ
り
、
一

門

引

渡
・
廻

座
、
家
老
を
は

い
ち
も
ん
ひ
き
わ
た
し

ま
わ
り
ざ

じ
め
表
方
役
人
、
歩
行
組
頭
か
ら
掃
除
坊
主
、
町
医
・

庄
屋
に
至
る
ま
で
年
賀
の
儀
式
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
人
数
は
あ
く
ま
で
「
御
召
出
」
当

人
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
家
来
等
お
供
の
人
数
は
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
し
て

「
年
賀
登
城
」
に

、

際
し
て
長
坂
上
ま
で
召
し
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

お
供
の
人
員
に
は
規
定
が
あ
っ
て
度
々
通
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
心
得
違
い
を
し
て
人
数
が
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
改
め
て
徹
底
す
る
よ
う
命
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

正
月
元
日
二
日
御
長
坂
へ
召
連
候
供
人
之
定

一
御
苗
字
衆

供
侍
歩
行
草
履
取
挟
箱
共
七
・
八

人
迄
ハ
不
苦

一
老
中

右
同
断
六
・
七
人
迄
召
連
候
積

一
引
渡

供
侍
二
人
但
三
人
迄
ハ
不
苦
草
履
取
一

人
一
廻
座

供
侍
一
人
但
二
人
迄
一
，
〇
〇
〇
石
以

上
三
人
迄
ハ
不
苦
草
履
取
一
人

一
奉
行
よ
り
御
副
役
格
迄

若
党
一
人
但
二
人
迄

ハ
不
苦
草
履
取
一
人

一
大
御
番
組
頭
同
格
大
小
姓
筆
頭

若
党
一
人
草

履
取
一
人

右
以
下
草
履
取
一
人
可
召
連
候

一
御
用
係
之
御
代
参
寺
社
奉
行
・
御
座
奉
行
・
御

相
手
番
・
大
御
番
頭
供
人
五
・
六
人
迄
可
召
連

挟
箱
も
不
苦
候
当
番
大
御
番
頭
并
当
番
御
物
頭

は
可
制
外
事

（
「

」

）

宇
都
宮
孟
綱
日
記

同
年
正
月
十
五
日
条

と
あ
る
よ
う
に
、
家
格
（
身
分
）
や
役
職
で
お
供
の

人
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（

）

伊
藤
成
孝
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武
士
の
年
末
風
景
を
、
佐
竹
北
家
と
呼
ば
れ
た
角

館
佐
竹
家
の
「
北
家
日
記
」
か
ら
拾
っ
て
み
ま
す
。

◇
年
男
〈
十
二
月
十
二
日
〉

歳
末
行
事
の
始
め
は
家
臣
の
中
か
ら
、
年
末
・
年
始

。

の
行
事
を
仕
切
る
年
男
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す

◇
山
神
・
馬
頭
観
音
祭
〈
十
二
月
十
二
日
か
十
七
日
〉

こ
の
日
に
は
山
神
・
馬
頭
観
音
の
祝
儀
が
北
家
の
家

族
や
家
中
の
役
人
で
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

◇
歳
末
墓
参

北
家
の
菩
提
寺
「
常
光
院
」
に
参
詣
し
ま
す
。

◇
餅
つ
き
と
忘
年
会
〈
十
二
月
二
十
六
日
〉

こ
の
日
は
餅
つ
き
と
忘
年
会
（
年
忘
れ
の
祝
儀
）
が

行
わ
れ
ま
す
。、

（

）

。

餅
の
膳
出

取
肴

酒
の
肴

に
て
酒
も
あ
が
り
候

暮
れ
頃
よ
り
年
忘
れ
の
祝
儀
あ
り
。
い
ず
れ
も
不
断

（
普
段
）
の
座
敷
へ
揃
い
、
吸
物
・
酒
あ
が
り
、
台

肴
に
て
酒
盛
り
致
し
候
。
家
老
・
一
役
の
面
々
・
当

番
・
小
姓
共
・
女
中
へ
も
祝
儀
の
膳
給
さ
せ
候
。
梅

と
申
す
芸
者
呼
び
候
。
唄
・
三
味
線
あ
り
。
万
端
滞

り
無
く
目
出
度
く
賑
々
し
く
、
五
つ
過
ぎ
（
午
後
八

時
）
相
済
み
候

こ
れ
は
北
家
の
久
保
田
屋
敷
で
の
様
子
で
す
が
、
唄

。

あ
り
三
味
線
あ
り
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
て
い
ま
す

そ
れ
に
し
て
も
芸
者
「
梅
」
と
は
ど
の
よ
う
な
女
性
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
？
気
に
な
り
ま
す
。

◇
大
掃
除
〈
十
二
月
二
十
七
日
〉

二
十
七
日
は
小
姓
・
歩
行
が
大
掃
除
（
煤
払
い
）
を

。

。

行
い
ま
す

大
広
間
は
足
軽
も
大
掃
除
に
加
わ
り
ま
す

大
掃
除
の
後
は
、
家
族
全
員
で
一
汁
二
菜
・
鮓
鰰
な
ど

で
酒
盛
り
を
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
日
に
は
修
験
が
釜
〆
（
竃
払
い
）
の
祈
祷

を
し
、
注
連
縄
を
張
っ
て
祭
り
ま
す
。

し
め
な
わ

◇
大
晦
日
（
年
取
の
祝
い

・
節
分
の
豆
ま
き

）

門
松
を
立
て
、
昼
に
は
年
取
り
の
た
め
家
老
な
ど
が

出
て
酒
事
を
し
ま
す
。
暮
れ
に
は
年
男
が
宝
蔵
へ
神
酒

と
餅
を
供
え
、
神
棚
や
座
敷
へ
注
連
縄
を
掛
け
ま
す
。

次
に
節
分
の
豆
を
ま
き
、
年
越
し
の
節
分
祝
儀
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
が
済
む
と
餅
の
膳
と
大
豆
の
膳
が
あ
が

り
、
北
家
の
家
族
全
員
で
盃
事
を
し
ま
す
。
こ
の
時
は

家
中
の
役
持
ち
の
面
々
や
当
番
・
近
習
な
ど
へ
も
酒
が

振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
は
旧
暦
で
す
か
ら
、
節
分
の
豆
ま
き
は
大

。

（

）

晦
日
に
行
っ
て
い
ま
す

嵯
峨
稔
雄

お
姫
様
の
持
参
金

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
二
月
十
三
日
、
秋
田
藩

十
代
藩
主
佐
竹
義
厚
の
長
女
佳
姫
（
二
十
三
歳
）
が
、

伊
予
国
（
愛
媛
県
）
宇
和
島
藩
十
万
石
伊
達
宗
城
の
嫡

子
宗
徳
に
嫁
ぐ
際
の
持
参
金
を
見
て
く
だ
さ
い
。

一

御
持
参
金

三
千
両

内

千
両

十
一
月

同

千
両

十
二
月

同

千
両

来
巳
二
月

一

御
賄
料

年
々
千
両

但
し
盆
・
暮
れ
五
百
両
宛

（
「

」

）

佳
姫
様
御
引
越
御
記
録

Ａ
Ｓ

３
８
６

―

こ
の
頃
秋
田
藩
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
佳
姫

の
弟
で
藩
主
の
佐
竹
義
睦
の
従
四
位
下
右
京
大
夫
へ
の

、

、

、

叙
任

国
元
へ
の
初
入
部

海
防
の
た
め
の
台
場
建
設

、

、

蝦
夷
地
警
備

更
に
は
江
戸
藩
邸
火
災
な
ど
が
重
な
り

一
層
の
倹
約
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
巨
額
の
婚
礼
費
用
を
ど
の
よ

う
に
捻
出
し
た
の
か
記
録
に
あ
り
ま
せ
ん
。

藩
財
政
は
国
家
経
営
ば
か
り
で
な
く
、
二
十
万
石
の

格
式
を
保
つ
た
め
の
莫
大
な
支
出
も
あ
っ
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
佳
姫
の
豪
華
な
婚
礼
道
具
は
、
宇
和
島
市

立
伊
達
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
嵯
峨
稔
雄
）

。
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武
士
の
歳
末
行
事

〜
「
北
家
日
記
」
か
ら
〜


